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3. 入力データの形式 
 
Nappのデータ入力の形式には次の3種類があります

ので、必要に応じて使い分けて下さい。 

 

  1) 標準形式(1行に1 subject) 

  2) 縮約形式(1行に複数subject) 

  3) NONMEM形式 

 
それぞれのデータ形式の表示には、表形式とテキスト

形式が選択できます。左下隅のボタンにより、これら

はいつでも相互変換できます。 

表形式ではセル間の移動がタブキーでは横方向、エン

ターキーでは縦方向に行われます。行、カラムの挿入、

追加、削除にはコンテクストメニューを利用してくだ

さい。エクセルなどとの間のコピーペーストも可能で

す。表形式ではカラムのタイトルをドラッグして、カ

ラムの順序を変更することが可能です。 

 

3.1. 標準形式の基本 

データリストへの入力は 基本としては[x 値、空白

（あるいはカンマ、タブ）、y 値、改行] の順にくり

返します。例えば以下のようになります。網掛け部分

はオプションなので必要な場合には入力します。 

 

/1  //1 

Age 23 

BW 46 

.5   3.2 1.2 .2 

1   4.8 1.6 .31 

2.3   3.78 .93 .12 

8   1.23 .64 .032 

 

以下で詳細を説明します。 

 

注意：Data list にコピーおよびペーストを行う場

合は、精度を保つために有効桁が十分に表示されてい

ることを確認して下さい。また全角文字は使用できま

せん。 

 

一般に変数あるいはプロパティ名、コメントなどでの

全角文字の使用はエラーではありませんが、全角ス

ペースや全角数字が適切に認識されず混乱の原因に

なる可能性があります。 
 

3.2. 標準形式のサブジェクト番号 

改行直後のスラッシュ"/"に続いて入力します。ス

ラッシュと番号の間の空白は許容されます。なお、サ

ブジェクト番号は１以上としますが、１から始める必

要も連続する必要もありません。ただし、同じサブ

ジェクト番号を重複して定義するとエラーとなりま

す。 
 

3.3. 標準形式のコンパートメント番号 

改行直後の連続したスラッシュ"//"に続いて入力し

ます。スラッシュと番号の間の空白は許容されます。

また、サブジェクト番号に引き続いて"//"を入力し同

じ行に定義することも可能です。コンパートメント番

号は１から始まる連続した値でなければなりません。

それぞれのコンパートメントが何を表すかはモデル

の定義によります。 
 

3.4. 標準形式の誤差の入力 

最初のデータが一行に２つの場合は、それぞれx、y

の値と認識されます。これが3つあるいは4つの場合

は、３および４番目のデータはそれぞれy方向、x方

向の誤差と認識され、プロットにより誤差棒が作図さ

れます。なお、y方向の誤差を持つデータを最適化す

ると、ツールバーの重みの設定は無効となり、データ

の重み付けは個々の誤差の値によります。 
 

3.5. プロパティの入力 

Napp では各サブジェクト毎に定数を持つことがで
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き、これをプロパティと呼んでいます。プロパティは

プロパティ名、空白、数値、改行の順でデータリスト

から入力することが可能です。データリストから入力

するプロパティはポピュレーション解析の共変量

（covariate）とすることができます。 

プロパティ名をパラメータ名と同じとし、かつその

パラメータを fix に設定すると、該当するサブジェク

トについては解析にプロパティの値が使われます。こ

の方法で、パラメータの値をサブジェクト別に設定で

きます。これにより、例えば投与量の異なる複数のサ

ブジェクトのデータをまとめて解析できます。 

なお、サブジェクト別の解析を行った場合、得られ

たパラメータの値やモーメントはプロパティとして

も自動的に登録されます。プロパティの値はプロパ

ティメニューの機能でまとめて平均を計算したり回

帰分析の対象とすることができます。このときデータ

リストから入力されたプロパティ名と解析の結果得

られたプロパティ名が混乱するのを避けるため、入力

されたプロパティ名には語頭に＠が付いて表記され

ます。またポピュレーション解析で得られたパラメー

タの分散には＄が、標準偏差には$$が付いて表記され

ます。 
 

3.6. 標準形式のコメント 

中かっこ{}でかこまれた部分はコメントとして無視

されます。セミコロン;があると、その行の終わりま

でがコメントと見なされます。 

コメントは一般にデータの説明のメモに使います

が、一部のデータをコメントとし、これを省いて解析

する目的にも使うことができます。 

なお、データは表形式とテキスト形式の２種類の表

示が選択できます。表形式の方が分かりやすいですが、

編集はテキスト形式の場合の方が便利なことがあり

ます。 

 

 

 

 

表形式       テキスト形式 

   
 

3.7. 縮約形式のデータ 

入力欄の形式を「縮約形式」に切替えることによ

り、以下の形式のデータを認識します。網掛け部分は

オプションで必要な場合に入力します。 

 

Subject 1 3 4 7  

.5   3.2 2.2 1.2 .32 

1   4.8 3.6 7.31 1.34 

2.3   3.78 2.93 5.12 ND 

8   1.23 ND 2.02 .23 

 

 
 

最初の語が「Subject」あるいは「ID」の場合は、

その行の続く数字はサブジェクト番号の指定と解釈

されます。これに該当する行がない場合は、サブジェ

クト番号は１から順にふられます。その次の行からは
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順に X のデータ、それぞれのサブジェクトの Y デー

タとなります。通常形式のデータとは同一シート上で

は混在できません。この形式では誤差およびプロパ

ティの入力はできません。この形式のメリットは、X

の値がsubject 間で共通の場合に、コンパクトにデー

タを表現できることにあります。 
 

3.8. NONMEM 形式のデータ 

入力欄の形式を「NONMEM形式」に切替えること

により、NONMEMのデータレコードの形式のデータ

を認識します。NONMEM形式のデータレコードの形

式についてはNONMEMのマニュアルを参照下さい。

最初の一行にNM-TRANの INPUT recordと同様に

data item を定義します。現在、認識できる Item 名

は ID, EVID, TIME, DV, MDV, AMT, CMT, PCMT

です。ただし、これらが全て機能するわけではありま

せん。IDがサブジェクト番号、CMTがコンパートメ

ント番号として設定されます。TIMEとDVがxおよ

び y の値として読み込まれますが、EVID あるいは

MDV がセットされている行は無視されます。これら

の item あるいはユーザー定義の item は全てプロパ

ティとして記憶され、トランスフォームの機能を利用

して、ポピュレーション解析でcovariateとして使用

可能です。 

上記に引き続いてデータレコードを直接入力しま

す。なお、空白行およびレコードの最初の文字が数字

以外の行は無視します。NONMEM 形式のデータの

中で{}, ; によるコメントは使えません。 


